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飲料総合専門誌ならではの、プロフェッショナルな情報をお届けします

飲 料総合専門誌 月刊ビバリッジ ジャパン

1978年創刊。
自社取材記者が独自の視点で
飲料業界の専門的な情報を報道する

特集／特別企画

NEW PRODUCTS

毎月発売される清涼飲料、
アルコール飲料各メーカーの
詳細な新製品情報と解説。

最新の技術、充填ラインや
製造工場を詳細にリポート。
最新の飲料原料事情や技術・機器、
展示会リポートなどを掲載。

海外の飲料最新事情・原料等の
リポートを現地取材し掲載。
海外の飲料ニュースは毎号掲載。
英国「FoodBev Magazine」誌
の翻訳記事も毎号掲載。

主要各社の単月のトピックスや
マーケティングなどのテーマに
沿った市場リポートを毎月掲載。

飲料産業関連のニュースの紹介
と解説を毎月掲載。
飲料関連20種以上の最新統計
資料も掲載。

容器、原料素材、市場動向などを
飲料の総合的な視点から、
製品開発・マーケティング等に
役立つ特集を毎号掲載。

工場リポート・
事例研究・新技術

統計資料・
産業ニュース

海外事情

市場動向・
最新素材・技術

飲料産業に関わるすべての方へ

1978年創刊のビバリッジ ジャパンは、飲料産業に関わる幅広い内容を

総合的に取り扱う飲料総合専門の月刊誌です。

主な対象分野は炭酸飲料、果実・野菜系飲料、茶系飲料、コーヒー飲料、

スポーツ・機能性飲料をはじめとする各種清涼飲料水、ミネラルウォーター

類、牛乳・乳飲料類のほか、ビール系飲料、チューハイをはじめとする

アルコール飲料等です。

また購読者は飲料メーカーをはじめ、パッカー、原材料、香料、添加物、

プラントエンジニアリング、製造機器、容器包装、リサイクルなど関連産業、

商社、官公庁、シンクタンク、証券会社など幅広い産業にわたっており

ます。

弊誌は、飲料および関連産業に関わるみなさまのお役に立つ情報を編

集方針として掲げ、長年の取材経験をもとに飲料の専門的な情報を豊富

に掲載しております。

この機会に、ぜひご購読をご検討ください。

まずは、このダイジェスト版をご覧ください。

少しでも気になりましたら、お気軽に本誌の見本誌をご請求ください。

詳しくは

P.4へ

詳しくは

P.8へ

詳しくは

P.6へ

詳しくは

P.11へ

詳しくは

 P.7へ

詳しくは

P.10へ

本誌を見本誌として１冊 無料 で送付いたします。
お気軽にお申し込みください。
https://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html
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水，炭酸水，宅配水
成長が続く水，炭酸水，宅配水とブランド戦略

2025年上期の清涼飲料市場総括
飲料市場は猛暑でも前年並み，いよいよ縮小に向かうか？

2025年上期ビール系飲料市場
値上げでRTDへ流出するビール系飲料，３年連続の上期前年割れで市場の行方は？

2024年の清涼飲料市場総括と
2025年の戦略
飲料産業を取り巻く環境の変化，2025年は分水嶺になるか？

市 場 動 向

飲料の新製品開発―香料
成熟期を迎える飲料産業の持続的成長に向けた飲料開発の手がかりを探る

機能性飲料市場と機能性素材
制度改正とカテゴリー成長への影響を考える

飲料製造のための最新技術・機器
産業課題の現在と未来に応える最新の飲料技術

フルーツ・野菜ジュース／
チューハイ・ノンアルコール飲料市場
果汁を高度に活用する時代の到来と高まる期待

原 料・素 材・
技 術

PETボトル
物価高時代におけるPETボトル成形

紙 容 器
紙容器の進化とポストPETへの可能性を探る

飲 料 缶
缶飲料の価値と役割を再考する

ガラスびん
さらに縮少する生産量とガラスびん産業

容 器

精力的な取材をもとに、豊富な図表や資料を使用し特集を組んでいます。

機能性表示食品制度は，
事実上 へ移行

　機能性表示食品は，2024年に明らか

となった紅麹由来原料を含んだサプリ

メントによる健康被害の問題を受けて

制度の信頼性を高めるために見直しが

なされ，2025年３月25日に「機能性表

示食品の届け出等告示」が公布された。

これに先行して2024年８月23日付で食

品表示基準の一部改正が行なわれ，健

康被害情報の収集体制など一部の項目

が2024年９月１日から実施され，2025

年４月１日には改正機能性表示食品制

度が全面施行された。

　この全面施行にあわせ，これまで

にあった届け出様式と記

載要領が に引き上げられた。

そのため「機能性表示食品の届け出等

告示」は，食品表示法に紐付く食品表

示基準に基づいて制定された法令であ

ることから，法的拘束力をもつことに

なる。

　今回の改正では，システマティック

レビュー（SR）による届け出資料の透明

性と信頼性を確保する目的でPRISMA

声明2020（PRISMA2020）に準拠した

届け出が必須となるなど，機能性の根

拠となる届け出様式関連の変更が重要

なポイントとなっている。また，①自

己点検と報告の義務化，②新規関与成

分の届け出確認期間の延長（60日→120

日），③パッケージ表示の見直し，な

どが求められている。

　この制度改正によって，機能性表示

食品の受理ペースは減速すると見られ

る。素材サプライヤーは新制度への対

応力が問われており，その結果いかん

では特定保健用食品のように大手メー

カー主導の制度となってしまう可能性

があるだろう。

①自己点検と報告の義務化

　事業者は１年ごとに決められた様式

に沿って，届け出事項の自己点検を行

なうことが義務づけられた。これによ

り，機能性表示食品制度は実質的に

になった。

の科学的根拠をSRで届け出ている場

合，届け出表示の一部を切り取った

の表示が原則禁止された。

たとえば「体脂肪を減らす」など機能

性だけがパッケージ中央に大きく表示

され，成分が隅に小さく表示されてい

るケースが多く見られるが，こうした

表示はできなくなる。

　完全施行後は「本品には○○（成分

名）が含まれます。○○には××（機

能性）が報告されています」といった，

正確な表示が求められることになる。

このように「～の機能性が報告されて

います」などと表示することで，あく

まで成分がもつ機能性であることを明

確にし，消費者が 品に機能性があ

必要がある。なお「～が報告されてい

る」のいい換えとして，「～が発表され

ている」「～が論文に掲載されている」

「研究報告がある」といった表現が推

奨されている。

　また，機能性表示食品の文字を四角

枠で囲み，おおむねパッケージ上部に

表示して視認性を確保することも求め

られている。さらに，複数の機能性関

与成分が含まれている場合は，それぞ

れの成分と機能性が一体的に示される

べきであるともしている。たとえば，

「GABAには○○し，××の改善に役

立つ，難消化性デキストリンには△△

を助け，□□しやすくする機能性があ

ることが報告されている」のように表

示する必要がある。

　このように，今後はパッケージにお

いて機能性関与成分について明確に表

記されることになる。そのため，消費

者に認知され良好なイメージをもたれ

ている素材や，大手メーカーが採用し

ている素材は，今回の改正が追い風に

なる可能性があるだろう。

機能性表示食品の
届け出受理状況と変化

　機能性表示食品市場は2015年の制度

開始から成長を続け，2024年の市場規

模は7,000億円超と推定される。消費

者庁の発表によれば，届け出受理件数

は累計が9,303件（撤回を含む，表１参

照）に達した。単年の届け出受理数は，

2021年から４年連続で1,000件超が続

いている。

　一方，2024年は紅麹由来原料を含ん

だサプリメントによる健康被害の問題

により，消費者庁は３月下旬に約7,000

件・約1,700社に対して点検を実施した。

また，制度の見直しがブランドオーナ

ーの届け出戦略に影響し，2024年暦年

の届け出受理件数は1,275件と前年の

2023年（1,544件）に対して大幅に減少

した。このうち飲料は191件（前年比

28件減）だった。機能性表示食品に占

める飲料のシェアは15.0％（前年比＋

0.8ポイント）と微増。これは主にサプ

リメントの届け出減少による影響と見

られる。

　また，2024年は撤回件数が過去最

多の1,643件となった。前述のとおり

2024年８月23日付で実施された食品表

示基準の一部改正によりPRISMA2020

準拠が義務化されたことから，対応が

困難な製品や未発売品の撤回が進んだ

ものと見られる。

　また，制度初期（2015～2019年）の届

　　　機能性表示食品の届け出受理件数推移  

件数 うち飲料（粉末を除く） 飲料シェア（％）

2015年 172 41 23.8 

2016年 559 110 19.7 

2017年 576 91 15.8 

2018年 506 104 20.6 

2019年 918 153 16.7 

2020年 991 159 16.0 

2021年 1,364 189 13.9 

2022年 1,398 189 13.5 

2023年 1,544 219 14.2 

2024年 1,275 191 15.0 

合　計 9,303 1,446 15.5 

※未発売品および撤回を含むSKU数 資料：消費者庁，作成：ビバリッジ ジャパン

表１

　この自己点検については，「安全性

および機能性の根拠」「生産・製造お

よび品質の管理」「健康被害の情報の

収集および提供」等に関する内容につ

いてチェックリストを用いた評価結果

を消費者庁のウェブサイトの届け出デ

ータベースを用いて報告することが定

められている。

　2025年３月31日までに届け出が受理

されている機能性表示食品は，2026年

３月末までに１回目の自己点検結果を

報告しなければならない。仮に期日ま

でに報告がない場合は，機能性表示食

品としての要件を欠くこととなり，機

能性の表示ができなくなる。

　今回の自己点検と報告の義務化によ

り，届け出数が多い事業者ほど負担が

増加する。それでも機能性表示食品の

信頼性が向上し，消費者の安全・安心

がよりいっそう確保されれば，市場は

さらに拡大していくことになる。

②新規関与成分の届け出確認期間の延

長

　これまでの機能性表示食品では，消

費者庁による確認の期間が原則として

届け出後60日以内となっていたが，今

後は新規関与成分については届け出後

120日以内に変更される。

　新規の関与成分とは，①これまでに

届け出実績のない機能性関与成分，②

複数の既存成分の組み合わせであって

も，これまでにない機能性関与成分の

組み合わせ，である。このように新た

な成分だけではなく，実績のない複数

成分の組み合わせについても新規成分

とみなされ， が適用さ

れる。

　この所要日数には行政機関の休日を

含まないため，実質的な期間は約168

日になる。つまり１回届け出をすると

５カ月半は確認結果が得られないため，

新規関与成分の場合は少しのミスでも

半年程度のロスとなる。そのため，商

品開発と発売計画に影響を及ぼすこと

になる。

③パッケージ表示の見直し

　容器包装上の表示についてのルール

が見直され，2024年９月１日に食品表

示基準が改正された。2026年８月末ま

でを猶予期間とし，同年９月１日から

新たな表示方法に完全移行する。

　今回の見直しでは，表示する機能性

　　　機能性表示食品（飲料）の関与成分別件数と構成比（2015～2024年）  

2015～2024年

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年
合　計 構成比

（％）

食物繊維（難消化性デキストリン，イソマ
ルトデキストリン，イヌリンなど）

42 45 41 31 24 332 20.5 

GABA 27 34 37 55 51 259 16.0 

酢酸 5 8 15 21 13 116 7.2 

乳酸菌，ビフィズス菌 25 39 39 54 46 247 15.3 

クエン酸 11 12 2 6 6 59 3.6 

ローズヒップ由来ティリロサイド 5 7 9 6 9 51 3.2 

カテキン 6 3 7 6 7 37 2.3 

HMPA 0 0 0 0 5 5 0.3 

その他計 58 60 57 73 69 512 31.6 

合　計 179 208 207 252 230 1,618 100.0 

※複数の関与成分を有する場合は，１成分につき１カウント 資料：消費者庁，作成：ビバリッジ ジャパン

表２

特集／特別企画
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分の届け出確認期間の延長（60日→120
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　この制度改正によって，機能性表示

食品の受理ペースは減速すると見られ
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2015年 172 41 23.8 

2016年 559 110 19.7 

2017年 576 91 15.8 

2018年 506 104 20.6 
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2020年 991 159 16.0 

2021年 1,364 189 13.9 

2022年 1,398 189 13.5 

2023年 1,544 219 14.2 

2024年 1,275 191 15.0 

合　計 9,303 1,446 15.5 

※未発売品および撤回を含むSKU数 資料：消費者庁，作成：ビバリッジ ジャパン

表１

　この自己点検については，「安全性
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　　　機能性表示食品（飲料）の関与成分別件数と構成比（2015～2024年）  

2015～2024年

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年
合　計 構成比

（％）

食物繊維（難消化性デキストリン，イソマ
ルトデキストリン，イヌリンなど）

42 45 41 31 24 332 20.5 

GABA 27 34 37 55 51 259 16.0 

酢酸 5 8 15 21 13 116 7.2 

乳酸菌，ビフィズス菌 25 39 39 54 46 247 15.3 

クエン酸 11 12 2 6 6 59 3.6 

ローズヒップ由来ティリロサイド 5 7 9 6 9 51 3.2 
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HMPA 0 0 0 0 5 5 0.3 

その他計 58 60 57 73 69 512 31.6 

合　計 179 208 207 252 230 1,618 100.0 

※複数の関与成分を有する場合は，１成分につき１カウント 資料：消費者庁，作成：ビバリッジ ジャパン

表２

特集／特別企画
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多種多様なビアスタイルを実現するビール醸造用原料（セティ）
クチナシ青色素，CRL1505乳酸菌，イソマルトデキストリンの
最新情報（三栄源エフ・エフ・アイ）

新素材

最古の工場をジンの聖地へ整備（サントリー）

「ヱビス」の新たな拡大策を発表（サッポロビール）

地域に根ざす乳業の姿

マーケティング

最先端の試験機能を備えたラボを開設（Filtration Group）
LED殺菌が容器殺菌用として商業化，
装置を搭載した充填機を発表（四国化工機）

新技術

食品ブランドの生活トレンドに対応する提案「時短」「節約」「タイパ」

紅茶飲料にも無糖の波，茶系飲料屈指の多様性を活かせるか？

オハヨー乳業，原点回帰で酪農業の価値向上へ

トレンド
レビュー

BJ Market report 
市場概況を毎月掲載 

事例研究：北海道とPETボトルリサイクル 
北海道の飲料産業と地域事情 

BJ Report：牛乳・乳飲料市場
減少する生乳生産と2025年度の主要ブランド戦略

市場概況・
その他レポート

飲料関連の市場概況、マーケティング情報、最新の素材や技術のご紹介をしています。

市場動向・最新素材・技術など連載記事

最新の工場取材リポート、また最新技術・機器関連などをご紹介しています。

工場リポート

工場リポート アサヒ飲料明石工場
次世代飲料製造のメインストリームをうかがう世界初の
“トリプルブロック”PETボトル入り低酸性飲料無菌充填システム

コカ・コーラ ボトラーズジャパン 
現代の要求事項に応えた
無菌充填PETボトル飲料製造システムへアップグレード 

ゴールドパック株式会社恵庭工場 
原料から製品まで“道産子”の飲料工場 

サントリー天然水 北アルプス信濃の森工場 
「天然水」２L専用の新ライン稼働
̶完成されたシステムによる安定稼働・安定供給を実現

キンキサイン株式会社 本社第二工場 
PETボトル無菌充填工場の完成へ

トレンドレビュー2025年９月

新たな成長を模索する
乳酸菌飲料・ヨーグルト市場
　機能性を訴求する乳酸菌飲料やヨーグルトの市場が停滞し

ている。この市場は，ヤクルト本社「Yakult1000」の一大ブ

ームやインフルエンザ流行期における明治「R－1」の好調など，

話題性に左右されやすい需要構造となっている。

「ヤクルト1000」の再活性化策
　「ヤクルト1000」シリーズ（Yakult1000 ／ Y1000）は，コ

ロナ禍で多くの人が不安やストレスを抱える

なか，睡眠の質向上やストレス緩和の訴求が

時流をとらえ，瞬く間にヒット製品となった。

急増する需要に供給が追いつかず，ヤクルト

本社では生産体制の強化を急いだ。

　一方，この流行は2023年をピークに下火

になった。「ヤクルト1000」シリーズの販売数量は前期は前

年割れで，売上高は横ばいとなっている。そこで2024年11

月からは糖質オフタイプを追加し，新規ユーザーの取り込み

をめざしている。

ポスト“睡眠対策”の模索
　睡眠対策ブームの後を受け，次なる機能性を

模索する動きが活発化している。特に訴求する

健康機能性を細分化

する傾向が見られる。

▶ 森永乳業が10月

に投入した「ラクト

フェリン200」では，

のどの乾燥対策と免

疫機能維持を訴求している。また「トリプルヨーグルト」では，

嗜好性に特化した提案
　ヨーグルトでは，嗜好性

を高める動きも見られる。

▶ 明治の「ブルガリアヨー

グルト あじわい芳醇」は，

デザート需要を狙っている。

また10月にテスト販売を

開始した「とうふ感覚ヨーグルト YOFU」では，食事の副菜と

して提案する。

▶ 雪印メグミルク「スノーミルクヨーグルト」は，北海道産の

生乳と生クリームによる濃厚感を訴求する。

▶ よつ葉乳業「DESSERT YOGHURT」は，

濃縮バターミルクとクリームによるとろみ

のある食感で を訴求する。

▶ 森永乳業のギリシャヨーグルト「パルテ

ノ」は，2024年１月から

訴求を高タンパク含有か

ら味わいを前面に押し出

した。これによる販売も

好調で，９月からは利根工場に製造ライン

を新設し個食タイプの製造を始めた。

清涼飲料ブランドの積極展開
　乳酸菌飲料には清涼飲料ブランドも積極的に展開している。

清涼飲料が得意とする強力な広告宣伝を武器にしている。

▶ キリンビバレッジは，９月にプラズマ乳酸

菌入りの「蜂蜜レモン香る 

ホット生姜」を発売した。

本誌を見本誌として１冊 無料 で送付いたします。
お気軽にお申し込みください。
https://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html
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Milne Fruit Products
日本の“グレープ”を育んできたコンコードグレープ

Austria Juice
欧州最大のリンゴ果汁メーカーが実践する“EES”と持続的農業

カナダ，メープルウォーター
メープルウォーターが狙うプラントウォーターの世界最先端

タイ飲料市場と日系飲料企業
ハウス＆オソサファ，ビタミンＣ飲料市場の確立とこれから
タイで成功する飲料関連産業
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海外の新製品・注目製品 2025年11月号

　ビバリッジ ジャパンは「Liquid Food News by Beverage Japan」として，世界の国・地域にスポットライトを当て，
新製品，市場予測，容器や原材料，マーケティングなどの各種情報をお届けいたします。2025年11月号ではオーストリ
アの飲料製品を紹介します。

オーストリアの飲料市場情報

味わいと機能性を両立させたウォーター製品
①集中力，リラックス，エネルギー訴求
　Waldquelle Kobersdorf社は，新シリーズ「Waldquelle 
+」を2025年10月に発売した。ラインアップは３品で，ミネ
ラルウォーターにフルーツフレーバー，ビタミン，ミネラ
ルを配合している。500ml PETボトル入り。
▷「Focus」は，アプリコット＆パ
ッションフルーツフレーバーで，
高麗人参を使用。ビタミンB1・B3・
B7，亜鉛，マグネシウムを配合し，
集中力の向上を訴求する。
▷「Relax」は，マンゴー＆レモン
バームフレーバー。ビタミンB1・B5・B6，セレン，マグネ
シウムを配合してリラックスを訴求する。
▷「Boost」は，ブドウ＆アロエベラフレーバー。ビタミン
B3・B7・B12，ビタミンＥ，マグネシウムを配合し，エネル
ギー補給を訴求する。

②アプリコット＆カモミールフレーバー
　Vöslauer Mineralwasser社は，「Vöslauer 
Balance Juicy Plus」の新製品「Marille－Kamille」
を2025年４月に発売した。アプリコットとカモミ
ールの香りが特徴のウォーターで，マグネシウム
やビタミンB6を加えた。100mlあたりエネルギー
15kcal。果汁７％。750ml PETボトル入り。

再封可能な缶蓋の開発を強化
　Top Cap Holding社は，飲料缶を
再封可能にする缶蓋システムの開発
に注力している。2025年９月にはポ
リプロピレン製のクリップを装着し
た「The Click Cap」を2026年に量産
を開始予定であると発表した。これ
と並行して，「SpinClip」技術の独占使用権を取得し，製品
開発を進めている。同社はこれらを再封可能な飲料缶蓋の
業界標準にすることを目標に掲げている。

有機コンブチャが続々登場
①オーストリア産原料100％使用
　Ja! Natürlich社は，新製品の「Ja! Natürlich Raw Bio－
Kombucha」を2025年４月に発表した。オーストリア産原料
のみを使用した製品で，カフェインを含まない有機イラク
サ茶をベースに使用している。ラインアップは基幹フレー

バーの「Classic」と，スーパーフードのコ
ーネリアンチェリー（サンシュユ）を使用し
たフルーティーな「Dirndl」の２品。ともに
330mlガラスびん入り。

②ドイツ発のPETボトル入りコンブチャが発売
　Kombuchery社（本社：ドイツ）のコンブチャブランド
「Kombuchery」は，2025年からオースト
リアのスーパーマーケットBilla Plusで
の取り扱いが開始された。
　同品は１億個以上のプロバイオティク
スを含有する炭酸飲料で，ベースの緑茶
をはじめ有機素材を100％使用した。ドイ
ツでは緑茶を使用した「Original」のほか，
有機ショウガ汁３％入りの「Ginger」，有機オレンジ果汁
を12％使用した「Orange」の３品を揃える。400ml PETボ
トル入り。

レモネードが懐かしの味わいで復活
　Egger Getränke社は，1988年に誕生した発泡性のレモ
ネードブランド「Radlberger」を，2025
年３月に６年ぶりに復活させた。オリジ
ナルのレシピに基づき，当時の味わいを
よみがえらせたという。ラインアップは
「Orange」「Ananas（パインアップル）」
「Zitrone（レモン）」の３品。いずれも容
器にはPETボトル，缶，ガラスびんを揃える。

子ども向け飲料にスポーツキャップ採用
　Amcor社（本社：スイス）は，オーストリアのRAUCH 
Fruchtsäfte社が発売する子ども向け飲料ブランド「Rauch 
Yippy」にいたずら防止機能付き
のスポーツキャップ「Secure Flip 
26mm」が採用されたと2025年７
月に発表した。
　「Rauch Yippy」は2003年に誕
生したブランドで，カルシウムや
ビタミンを強化しつつ保存料無添
加で仕上げたフルーティーな飲料
をラインアップしている。スポー
ツキャップは片手で開栓でき，180度開く構造になってい
る。またEU指令に準拠して飲用後もボトル本体に固定さ
れる設計のため，リサイクル性が向上するという。

レモネードが懐かしの味わいで復活

子ども向け飲料にスポーツキャップ採用

海外事情

一般ビジネス誌ではあまり取り上げられない、アジア、ヨーロッパを
中心とした現地の飲料事情や原料産地などを取材、リポートしています。
また日本企業の取り組みなどもご紹介しています。
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ショーレ用シロップにSIG社製紙容器
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英国「FoodBev Magazine」誌との提携による
相互記事
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当たり前に潜む成長の“タネ”を模索する

ニッチ市場で競争優位性を確保するには？

伝統×新奇性で時代に勝負する新製品
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　グレープ（ブドウ）は，日本で好まれ

る果実の一つである。グレープの風味

を想像するとき，それがコンコードグ

レープであることを理解している人々

がどれだけいるだろうか？

　1849年に米国で開発されたコン

コードグレープは，米国のみならず日

本でもグレープの象徴といってよい。

コンコードグレープの歴史

　コンコードグレープは，Vitis labrusca
（ヴィティス・ラブルスカ）種の栽培品
種である黒ブドウだ。果皮は厚く豊富
にポリフェノールを含む深い青色や紫
色で，圧力をかけると簡単に果皮がむ
ける（Slip－Skin）ことが特徴だ。また，

る強く独特の香りがあり，その成分は
ブドウ香料としても使用されている。
さらに巨峰は，このlabrusca種から作
られた石原早生と欧州品種との交配に
よって日本で開発された。このため巨
峰とコンコードには共通した香りがあ
る。

日本の グレープ を育んできた
コンコードグレープ

Field Report  Milne Fruit Products

グレープの荷下ろし風景。辺りはグレープの香りに包まれる

丘の向こうまで広大なコンコードグレープ農園が続く

左がコンコードグレープ果汁，
右がピューレ

収穫容器にコンコードグレープ果実が満載

コンコードグレープ農園が点在する広大なYakima Valley

ホッパーに荷下ろしされた果実

自走式ハーベスターとトラクターに牽引されたバスケットがペアを組んで作業する
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NEW PRODUCTS

製品の容器形状や容量などのバリエーション、価格、販売地域といった
基本情報から開発背景、新容器についての
解説、原料、栄養成分表記なども掲載。

統計資料・産業ニュース

毎月の飲料産業のニュース、最新の統計資料に加え、
年に２回新発売品の一覧表などを掲載しています。
その他特集内容に沿った統計資料・一覧表などを掲載しています。

本誌を見本誌として１冊 無料 で送付いたします。
お気軽にお申し込みください。
https://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html
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見本誌を無料で差し上げます！
飲料総合専門誌ビバリッジ ジャパンに興味をもっていただき
ありがとうございます。ダイジェスト版では詳細を
ご覧いただけないので、ぜひ一度、実際の本誌をご覧ください。
無料で１冊送付いたします。

〒170-0013 東京都豊島区東池袋３-21-18
TEL：03-3989-8707        FAX：03-3989-8727  www.beverage-j.co.jp

ビバリッジ ジャパンは書店でお求めいただけません。読者の方に直接お届けいたします！
今すぐ定期購読をご希望の方はホームページ、またはお電話で。

定期購読のお申し込み

■ 発行回数：月刊・毎月28日発行（年間12回）

■ 判　   型：A4／約100頁（カラー・モノクロ）

■ 販売方法：国内：直販のみ

 海外：指定代理店経由

1年間（12冊） 本体価格 54,120円（国内送料・消費税込）
　1冊ごとの購入より年間で19,800円お得です！

定期購読料

1冊 本体 6,160円（国内送料・消費税込）バックナンバー

⇦

従来の紙の本誌での購読に加え、デスクトップ、スマートフォン、
タブレットでの電子書籍版の閲覧が可能になりました！ 
電子書籍版は本誌定期購読者限定サービスです。

ホームページの見本誌申し込み専用フォームより、お申し込みください。

「定期購読申込みページ」よりお申込みください。

https://www.beverage-j.co.jpホームページ 03-3989-8707お電話

［
飲
料
総
合
専
門
誌
ビ
バ
リ
ッ
ジ
 ジ
ャ
パ
ン
 ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
］

本誌購読者限定 電子書籍版ビバリッジ ジャパン

https://www.beverage-j.co.jp/dj_mihon.html

受付完了後、発送いたします。

専用フォームからお申し込み

FAXからお申し込み

右欄に名刺を貼付していただくか、
必要事項をご記入の上、FAX送信
してください。受付完了後、発送い
たします。

会社名

部署名 役職

氏名

住所

TEL

名刺貼付
またはご記入ください


